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～～～開開開催催催ののの概概概要要要～～～
■開催日 

平成 2５年２月１5日（金） 午後７時～８時４０分 

■開催場所 

ちゃたんニライセンター（カナイホール） 

■講師 

豊川
とよかわ

 明佳
さや か

 氏（(有)インターリンク沖縄 取締役） 

■参加者数 ８６名 

内訳（キャンプ桑江南側地権者：27名、北谷町民：40名、その他：19名） 

北谷町長 野国昌春 挨拶（【代読】副町長 神山正勝） 

沖縄県は、アジア太平洋地域、その周辺の国々が目覚ましい経済発展を続けていく中

で、その経済成長と活力を取り込み、我が国の交流拠点として大きな期待が持たれてい

ます。また、沖縄 21 世紀ビジョンにおいては、沖縄県の発展に最も重要な要素は人材

であるとされており、北谷町においてもグローバルな人材の教育や育成、確保が急務で

あると認識しています。 

こうした状況を踏まえ、北谷町では、将来の北谷町や沖縄県を担う子どもたちが、国

際社会へ羽ばたいていく環境を整える具体的な策として、返還予定の米軍基地キャンプ

桑江南側地区に外国の大学の誘致を検討しています。 

こうした国際的な人材育成の場を形成することが、町民の国際性を育み、本町の文化・

教育面の発展に貢献し、より一層魅力ある北谷町を築くことができると考えています。

本講演会によって本町の施策に対するご理解がより深まることを期待しています。 

春の訪れを感じる頃となりましたが、地権者の皆様におかれましては、いかがお過ごしでしょ

うか。 

キャンプ桑江南側地区（以下「本地区」）の返還については、平成２４年４月２７日の日米安

全保障協議委員会の共同発表において、代替施設が提供され次第、返還可能となることが確認さ

れています。また、海軍病院については、今年 2 月に移転先のキャンプ瑞慶覧において、新た

に米軍へ提供されましたが、本地区の具体的な返還時期は未だ明らかになっておりません。 

さて、今号のまちづくりニュースでは、２月１5日に開催した「沖縄におけるグローバル人材

育成を考える講演会」についてお伝えします。 

会場の様子 

「沖縄におけるグローバル人材育成を考える講演会」について
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～～～講講講演演演内内内容容容～～～

講師：豊川
とよかわ

 明佳
さや か

 氏 

(有)インターリンク沖縄 取締役 

沖縄大学 法経学部 特任講師 

演題：夢へのプロセス

～チャンス・チャレンジ・チャーミング～ 

短大卒業

講師経歴

語学学校→ 専門学校→ 大学→大学院 → 

ビジネス界のパスポート

「ＭＢＡ（経営修士号）」

を取得

人材紹介会社

勤務 
帰国

色々な文化の中で

交流すること 

自分からドアを

ノックすること
道具とは

語学力

海外の大学は、参加型のディスカッション

重視で、課題が多いのが特徴です。また、

プレゼンは時間厳守、試験は一度落ちると

２回目は最低点しかつきません。 

そのため、海外の大学はきついし、辛い！

しかし… 

右の図は、これからの教育で大事になっ

てくるものを表しています。 

「海外の大学で学ぶと、 

この３つが自然に培われます！」

企業が採用時や入社後の人材育成で重

要視しているは「社会人基礎力」であり、

特に主体性を持って前に踏み出す力が

求められています。 

海外の大学では、そうした力を身につけ

ることができます。 

❏チャンスとは、自分にできることとできないことは

何なのか、夢と現実のバランス感覚を持つこと。 

❏チャレンジとは、現実をみて実行力を強化すること。

❏チャーミングとは、夢を持ちなさいということ。 

・ロマンチストとして夢を語ることが、またチャンス

につながり、それがまたチャレンジすることにつな

がり、そのチャレンジによりまたロマンチストとし

ての道が開けるというように、１つの夢が終わると

また新たな夢が生まれると思います。

英国へ

（国立教育政策研究所 研究案内より）

講演内容の要旨
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～～～講講講演演演会会会でででののの意意意見見見交交交換換換～～～

※紙面の関係で全ての質疑の掲載ではありません。申し訳ございません。

●一般の子供たちに英語に興味を持たせるために、小中学校の現場で何が必要ですか？ 

→豊川氏より 

自分の英語力が伸びたのは、英語をツール、手段として使ったときでした。英語を使

って遊ぶなど、英語を使って何かをすることが目的になるようなことを考えると良いの

ではないでしょうか。 

●知り合いに、今の大学を辞めて留学を考えている学生がいます。ご助言をいただけま

せんか。 

→豊川氏より 

海外の大学に行った人と話をすると「つらかった思い出ばかりだけれど、それが今の

糧になっている」と皆が言います。授業についていくだけでも大変なので、きついのを

覚悟で行けるかどうかだと思います。しっかり勉強して来るという思いがあるなら、ぜ

ひ飛び出して一歩踏み出してほしいと思います。 

●イギリスへ行かれてから英語を話せるようになったとのことですが、日本の英語教育

の問題点は何でしょうか？ 

→豊川氏より 

イギリスへ行ってから英語力が伸びたのは、自覚の問題だと思います。それまでは自

覚が足りず勉強できなかったということです。日本で英語を勉強して、英語を話せる人

はたくさんいます。英語は外国へいかなくてもできるものだと思います。 

日本人は、恥ずかしいという気持ちが出てしまうので、英語を話すのは苦手ですが、

海外の大学教員からは、「日本人は書かせるとすごい」「きれいな文法だ」と良く言われ

ます。日本の英語教育に正しいものもたくさんあるということです。 

●キャンプ桑江南側地区の跡地利用として外国の大学を誘致することで、まちを発展さ

せるにはどうすれば良いかという内容の講演も必要だと思います。 

 今日のような講演は、将来性のある子供たちに向けて行ったほうが良いと思いました。

→豊川氏より 

跡地利用に関して、個人的な意見として、私の専門である経営学の視点から、お答え

します。那覇新都心は跡地利用として成功していますが、同じような「まち」があちこ

ちにあったら行くでしょうか。もし、北谷に新しい国際的な大学ができたとするならば、

いろんな国の人々が来ることになり、そこからの発展としての商業施設や住宅が期待で

きると思います。 

→北谷町より 

町が外国の大学の誘致を考えていることについては、キャンプ桑江南側の地権者の皆

さんや町民の皆さんの理解を得て進めていく必要があると考えています。 

そのためには、いろいろな方面からの検討を行いながら進めていくことが必要と考え

ており、今回の講演会については、国際的に活躍できる人が求められているという視点

からテーマを設定しました。 

今後、外国の大学の誘致に向けては、地権者の皆さんに対する説明会や、町民の皆さ

んに向けた講演会等を行いながら、皆さんと一緒に検討していきたいと考えています。
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編 集・発 行/北谷町役場 総務部 企画財政課

発 行  日/平成 2５年３月

問い合わせ先/ 北谷町役場 総務部 企画財政課 企画係 

TEL：098-936-1234（内線165） FAX：098-936-7474 

このニュースに関するご意見、まちづくりに関するご質問、ご要望等がありましたら、

お気軽にご連絡下さい。

キャンプ桑江南側地区まちづくりホームページ  http://www.chatan.jp/project/camp-kuwae/index.html

～～～参参参加加加者者者アアアンンンケケケーーートトトののの結結結果果果～～～
講演会の出席者の皆様を対象に、グローバル人材育成の必要性や講演内容について、

アンケート調査を行いました。（回答者数：71名）

●グローバルな人材の必要性について 

～～～今今今後後後ののの取取取りりり組組組みみみ～～～
北谷町では、人材育成の必要性に加えて、キャンプ桑江南側地区の跡地利用の一環として、

外国の大学の誘致に取り組んでいます。講演会のアンケートでは、「跡地利用と結びつけた話を

して欲しかった」というご意見もいただきました。今後は、そうした意見や返還に関する状況

を踏まえながら、跡地利用に向けた取り組みを、地権者の皆様と共に進めていきたいと考えて

います。今後ともご協力をお願い致します。 

問1-(1)　海外の人との関わりについて

84.5%
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5.6%

1.4%

4.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

増えると思う

増えないと思う

どちらとも言えない

その他

無回答

問1-(3)　国際的に通用する人材育成について

90.1%

1.4%

2.8%

1.4%

4.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

育てていく必要があると思う

育てていく必要はないと思う

どちらとも言えない

その他

無回答

国際的に通用する言葉や

知識を身につけた人を育

てていくことについて、

90%の方がその必要が

あると回答されました。

今後、観光ビジネスなど

によって海外の人との関

わりが増えていくと思っ

ている方が 80%以上を

占めています。


